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              2022年 9月 1日 

国際幼児教育学会第 43回大会の 2日目、2022年 9月 25日 13:00～14:30の絵本部会（オ

ンライン）で「共に生きるかたちの再考─Storytime でひとを結びコミュニティを創造す

る試み」というテーマのもと、石川由美子会員からご発表いただきます。それに先立ちま

して、絵本部会通信 16号では上田智子、松本由美、宮地敏子各会員が選ぶ SDGs絵本を取

り上げ、その助走とさせていただければ、と思います。 

 

SDGsというと、自然環境に関するテーマが注目されがちですが、実は、人間社会の持続

可能性も重要なテーマで、17の目標には、私の専門の社会学のテーマ、格差・貧困、ジェ

ンダー平等、教育の機会均等などが含まれるため、大学の授業で言及することも多いです。 

子ども向けの絵本では、直接これらのテーマが主題となることは少ないですが、人々の

多様性を描いたり、自分と異なる存在への想像力を持つことが物語の鍵となったりと、「誰

一人取り残さない」という SDGsの基本理念は、多くの絵本に存在するものです。絵本は、

子どもたちを SDGsの課題の解決主体へと導いてくれる力をもつ、と期待しています。 

その中で、今回ご紹介したいのは、『ぼくは川のように話す』（ジョーダン・スコット／

文、シドニー・スミス／絵、原田勝／訳、偕成社、2021）です。吃音の主人公は、教室で

みんなが自分の話すのを見て、笑っていると、だんだんと話すことができなくなります。

あるとき、父親が彼を川へと連れていきます。そして、雄大にとうとうと流れているよう

に見える川の流れが、実は、あわだち、なみをうち、うずをまいて、くだける、多様な水

の姿から成り立っていることに気づきます。「川だってどもってる。ぼくとおなじように。」 

人間は、多様性について自然に学ぶべきなのだということ、また、自然の多様性が失わ

れるとき、人々の多様性もまた失われるのだろうということが理解できる一冊です。 

（上田智子） 

 

私が取り上げるのは“It’s Okay to Be Different”by Todd Parr, Little Brown and Co. 

2001です。 

豊かな想像力で夢と現の世界を自由に行き来できるこどもたちと一緒に、大人も読みた

い絵本です。表紙は、見た目も、出身星（国ではない⁉）も、実に様々な 4人のこどもの顔

に彩られ、中央には題名でもありテーマでもある“It’s Okay to Be Different”がバナー

のように描かれています。日本語翻訳も出版されていますが、少なくとも地球上では意思

疎通に最も役立ちそうな英語で、この宇宙の一員として大切なことを伝えているこの絵本

は、小学校外国語の教科書の「大切なことを教えてくれる絵本」*としても紹介されていま

す。ぜひ原作のまま読むことをお勧めします。 

Todd Parr らしい彩り豊かなイラストは、実は人の目に刺さらない優しい色が使われ、

輪郭を太く縁取る黒い線が、その滲みと歪みで、手書きの温かさとコミカルな雰囲気を伝

えます。白黒の縞馬と青黄赤緑の見事な体色の縞馬が並んでこちらを見て‘It’s okay to be 

a different color.’と語りかけてくるとき、白黒も青黄赤緑も自然に受け入れるだろう

こどもの感性と、絵本表現ならではの豊かな可能性を感じずにはいられません。「世界を変



えるための 17の目標（SDGs）」が掲げられる以前から、絵本はこどもたちのそばで、全て

の存在がよりよく生きられるように語りかけていました。この絵本も、人や国やジェンダ

ーを超えた、全宇宙にいるかもしれない生命体はすべて仲間だと思わせてくれる、壮大で、

でも、こどもたちにとってはごく当たり前の気持ちを思い出させてくれます。 

 * “New Horizon Elementary English Course 6”(東京書籍)「おすすめの英語の絵本 English Picture Books」 

に掲載                                   （松本由美） 

     

「SDGs 絵本・幼児期」と入力して、絵本情報が増えたのは 2020 年ごろからです。図絵を

多用した SDGs解説書が次々と出版され、貧困、飢餓、健康、教育、平等、水･･･と続く持

続可能な開発目標のカラフルなアイコンは、今では低学年の子どもたちも知っています。

環境問題やコロナ拡散は、世界の情報通信技術の浸透に並行し、若者の関心を高め、関連

ゼミでの活動が倍増しています。では、幼児教育では、どのような動きがあるのでしょう

か。「つながる」とか、「ちがいを認める」また「未来」とか SDGsでよく出てくる「ことば」

は、幼い子どもが「今、ここ」で育つ社会では昔から変わらない普遍的な不動な価値を持

ちます。 

 生きる上で一番肝心な「笑い」。ボランティア仲間で生まれて半年の子がいる３児の母が、

かがくいひろしの『だるまちゃんが』は、17の目標のアイコンを絵本の表紙に貼るとすれ

ば、すべてを貼れるだろうと言いました。ウクライナで地下から救い出された子、児童労

働を免れた子、食事の供給を受けられた子。この本を繰り返し繰り返し読み、子どもの「笑

い」の掛け替えなさを実感したと話しました。今夏、祖母と母を誘いヨシタケシンスケ展

で『それしかないわけないでしょう』に夢中になった高校生は、「多様性」と「自由」に開

眼しました。   

絵本が家庭や地域の SDGsを「自分ごと」にして「希望」を灯しています。(宮地敏子) 

 

SDGsを設定した「我々の世界を変革する： 持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」

（2015 年国連総会で採択／外務省仮訳）の「宣言」の中に、「我々は（中略）すべてのレ

ベルにおける包摂的で公正な質の高い教育を提供することにコミットする。性、年齢、人

種、民族、に関係なくすべての人々が、また障害者、移民、先住民、子供、青年、脆弱な

状況下にある人々が社会への十全な参加の機会を確保するために必要とされる技能や知識

を獲得するめの生涯学習の機会を有するべきである。安全な学校及び結束力のある地域社

会や家族等を通じ、国が人口ボーナスを享受できるようにすることにより、我々は、子供

や若者に彼らの権利と能力を完全に実現するための育成環境を提供するよう努める。」とい

う文言がみられます。石川会員の実践、そして３名の会員が語る絵本は「包摂的で公正な

質の高い教育を提供することにコミット」そのものであり、それに加え、石川会員の実践

は「地域」「家庭」という立ち位置が明確です。 

2022年 9月 25日 13:00開始の絵本部会に多くの方がご参加くださり、SDGsの観点から

「おとなの責任」として私達は次世代の人々にどのような「育成環境」を保障していくか、

絵本のもつ力を再確認しながら知恵を出し合う、そんなきっかけづくりができる場が共有

できることを楽しみにしています。                  （山田千明 記） 

※本号では、SDGsを語るにあたり、ユニバーサルデザインの書体を用いております。 


